
 

 
 

 

 

 

 

学校評価特集号 よりよい高井戸第二小をめざして 

                ～平成３０年度 教育調査・学校関係者評価の結果報告～ 

                                 副校長 目黒 浩志 

 

 30 年度もあと 2 か月を残すのみとなりました。まとめの時期を迎え、高二小では、今年度の教育活動を

振り返り、次年度、さらによりよい学校になるための準備をしているところです。 

 昨年 11 月末からこの 1 月にかけて、教職員対象の自己評価、児童対象のアンケート、保護者の皆様への

教育調査、学校評価委員（CS 委員兼務）による学校関係者評価を実施しました。ご協力いただき、ありが

とうございました。 

 子どもを育てる家庭・学校・地域それぞれの取組がどうであったのか振り返り、よりよい学校づくりの方

向性を明確にすることは、学校評価の大切な役割であるといえます。 

 この学校評価特集号では、30 年度の本校の教育活動を、30 年度教育調査および学校評価シート(自己評

価・学校関係者評価)により振り返り、皆様からのご意見を今後の教育活動に生かす具体的な方策をお示し

します。 

 「人が育つ学校」「昨日より今日、今日より明日輝く子」の育成を目指し、今後も引き続きご理解、ご協

力いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

                                      回収率：８８．０％ 

※ 肯定率：「とてもそう思う」「ややそう思う」「どちらともいえない」「あまり思わない」「まったく思わない」「質問の内容がよく分からない」 

のうち、「とてもそう思う」と「ややそう思う」を肯定ととらえ、パーセンテージであらわしたもの。 

  

 

観点 平 成 3 0 年 度 教育調査(保護者アンケート)集計結果               
肯定率（％） 

２９年度 ３０年度 

１ 学 校 経 営 子どもの学校生活は、全体として満足できるものである。 ９２．８ ９０．０ 

２ 小中一貫教育 連携する小・中学校による小中一貫教育が進められている。 ５４．１ ４５．３ 

３ 学 校 評 価 学校は、教育活動に関する評価結果とそれに基づく改善策等の情報を提供している。 ６３．８ ６８．４ 

４ 学 級 経 営 学校では、子どもが安心・安全な学校生活を送ることができる学級づくりをしている。 ８８．４ ８７．０ 

５ 学習成果の実感 子どもは、学校の授業を通して、分かることやできることが増えている。 ９０．５ ８７．５ 

６ 学 習 評 価 学校は、子どもの学習状況を適正に評価している。 ８１．３ ７８．５ 

７ I C T 学校は、ICT機器（電子黒板やデジタル教科書等）を活用した授業を行っている。 ７７．２ ７７．４ 

８ 道 徳 教 育 子どもは、学校生活を通して、他者と共によりよく生きるための力が育まれている。 ８３．１ ８４．６ 

９ 体育・健康教育 子どもは学校生活を通し体力や食、生活習慣等、健康な生活を送る力が育まれている。 ９１．０ ８７．３ 

10 特別支援教育 学校は、子どもたちの発達に関する課題など、障害理解を深める情報を提供している。 ５９．５ ５１．８ 

11 地域と共に在る学校 学校は、家庭や地域と連携・協力して教育活動を行っている。 ８１．８ ８１．５ 

30年度 ５月号 
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反省点・改善策の把握

◎成果　■課題
い

じ

め

・

不

登

校

の

根

絶

と

生

活

指

導

の

充

実

〇よさを認める共感的な指導と

　組織的な体制づくり

・生活指導夕会（週１回）

・特別支援夕会（週１回）

・特別支援全体会（年２回）

・定例校内委員会（月１回）

・臨時校内委員会（適宜）

・SSW、子ども家庭支援センター

等

　関係機関との連携。

◎定例及び臨時の校内委員会が適切に

実

    施できていた。

◎支援が必要な児童の支援策を、具体

的

    に考える場となっていた。

◎学校全体で情報を共有し、児童の様

子

   を把握することで、生活指導等に役

立

〇校内委員会の報告は引き続き丁寧に行い、共通理解

が

    できる場として週１回の特別支援夕会や生活指導夕

会

    を継続する。

〇夕会の報告は学年輪番で行っているが、必要な報告

は

   適宜行う。

〇特別支援全体会は、校内委員会での話合いを生かし

て明

る

い

挨

拶

の

行

き

か

う

学

校

・大人が率先して挨拶する。

・看護当番の活用。

◎大人が率先して挨拶するのは効果

的。

◎挨拶ができる児童が増えてきてい

る。

◎代表委員会の児童の「あいさつ運

動」

   の効果で校内ですれ違う際のあいさ

つ

〇大人が率先して行うことは継続する。

〇６年生の挨拶当番や代表委員会だけでなく、たてわ

り

    班を活用したあいさつ運動も考えていく。

豊

か

な

心

を

育

成

す

る

た

め

の

道

徳

教

育

・週１回の計画的な道徳の実施。

・自己有用感や自己肯定感を高め

る

　ことを大切にした指導。

・道徳授業地区公開講座。

◎学年で教材を相談して、授業をする

よ

   うになった。

◎教科書を活用し、週１回の道徳を確

実

   に実施することができた。

■道徳授業地区公開講座の内容項目は

「生命尊重」だけでなく、内容項目を

〇ワークシート等を活用することで、児童の評価を着

実

    に行う。

〇夏季休業中に道徳の研修会を行う。

〇次年度は道徳授業地区公開講座を９月に実施し、

「い

　のち」をテーマにした道徳の授業を行う。

〇道徳授業地区公開講座で特別支援教育についての講
生

命

の

大

切

さ

を

実

感

で

き

る

環

境
・教材園の活用。 〇生活科の学習で、植物や虫の観察を

ビ

    オトープで行ったり、植物の観察

を

    教材園で行ったりすることができ

    た。

〇教材園やビオトープを継続して整備する。

〇教材園の活用を理科・生活科の教科担当で見直し、

理

　科や生活科の年間指導計画に明確に組み込む。

反省点・改善策の把握
◎成果　■課題

基

本

的

生

活

習

慣

・

学

習

規

律

の

徹

底

・「たかにハンドブック」の活

用。

・学習規律の統一。

◎「たかにハンドブック」は、児童だ

け

　でなく、保護者に説明するときにも

利

　用できてよい。

◎予鈴のチャイムが早まり、学習の準

備

　に余裕ができた。

〇「たかにハンドブック」は来年度も継続して作成す

　る。４月中の配布を目指して、今年度中に作成を行

　う。

〇持ち物については、折に触れて継続して指導してい

　く。

〇来年度の研究（主体的・対話的で深い学び）の中で

授

　業規律や授業時のハンドサインの統一についても検

読

書

活

動

の

推

進

・学校司書の活用。

・学校図書館経営計画・図書館全

体

　計画の活用。

◎今年度から年２回の読書旬間を実施

　し、「たかにおすすめ本」「給食コ

ラ

　ボ」 「ハッピーパスポート」など、

　新しい活動を通して、全学年の児童

が

　読書に進んで取り組むことができ

た。

◎学校司書や、読み聞かせボランティ

ア

　の読み聞かせのおかげで、児童の読

書

　活動が充実した。

■秋の読書旬間は行事と重なり、落ち

〇来年度も学校司書と担任が連携して日々の読書活動

の

　推進を図る。

〇読み聞かせボランティアについては、継続してお願

い

　する。

〇広い視野で選んだ団体の貸し出し本が学級にあるこ

と

　は、効果的なので、保護者による選本を引き続きお

願

　いする。

〇低・中・高別「たかにおすすめ本」の取組は年間を

通

　してすすめていく。

学

習

習

慣

の

確

立

・家庭との協力。

・学習習慣の確立。

◎学級での指導と、家庭との連携で、

家

　庭学習の習慣がつくよう取り組むこ

と

　ができた。

■家庭学習が定着していない家庭に

は、

　継続して連携を図る必要がある。

◎算数少人数指導では、コースごとの

担

〇家庭と連携して児童への指導を、継続して行う。

〇宿題や文房具などの持ち物について１学期の保護者

会

　で「たかにハンドブック」を使って、各家庭に内容

を

　理解していただき、より連携を強めていく。

〇学年・学級だより等で学習習慣の確立への理解を呼

び

　かけていく。

〇算数は、来年度もコースの担当を固定して、一人一

確

か

な

学

力

と

体

力

の

定

着

人

権

尊

重

の

精

神

と

豊

か

な

心

の

育

成

経営

目標
項目 具体的な方策 平成３１年度の方針

平成３０年度　学校評価シート

経営

目標
項目 具体的な方策 平成３１年度の方針



 

 

反省点・改善策の把握

◎成果　■課題
体

力

向

上

へ

の

取

り

組

み

・体育授業の改善と運動遊びの日

常

　化プロジェクト。

・自主研修会。

・長縄の取組。

・体力調査。

◎体育の授業で投てき板を活用し、楽しみな

　がら投げる力がつくような取組を行った。

◎長縄は運動が苦手な児童も、友達と助け合

　う姿が見られ体育の取組として成果があっ

　た。

◎体力テストで保護者の方にお手伝いをいた

　だきスムーズに進めることができた。

◎児童の体力が伸びていることは大きな成果

　である。

〇ミニ研修はすぐに指導に生かせるので今後も継続して行う。

〇投てき板、体力アップカード、遊び紹介カードの担当を明記

　し、投てき板の活用をさらに広げていく。

〇長縄グランプリは、宿泊行事の時期を考慮し、必要に応じて

　練習の開始時期を早める。

〇体力テストの実施にあたっては、引き続き保護者に協力を依

　頼する。

〇体育科の研究の成果を生かして次年度の体育の年間計画をよ

　りよいものにする。
小

中

一

貫

教

育

の

推

進

・小中の学びをつなげ、切れ目の

な

　い教育を進める。

・小中連携三校（西宮中、本校、

松

　庵小）の相互理解を深める。

◎Q-Uの取組は、よりよい学級経営を行う

　ために効果的だった。

■Ｑ-Ｕアンケートの結果の見方を確認する

　機会があるとよい。

■小中連携の授業研究は、分科会を増やした

　方が研究がさらに活性化すると思う。

〇西宮中を核とした３校での取組は、次年度本校が幹事校なの

　で分科会を増やす方向で西宮中、松庵小に提案していく。

〇Ｑ-Ｕの読み取り方の研修を夏季研修に入れ、今後もＱ-Ｕの

　取組を継続する。

〇授業を通して小学校での学びを中学校に繋げられるようにす

　る。

反省点・改善策の把握

◎成果　■課題
週

の

指

導

計

画

の

記

入 ・前の週の金曜日までの作成。

・ねらい、流れ、中心活動を適宜

記

　入する。

◎学年会で作成の時間を設け前の週の週末ま

　でに週案を作成することができた。

◎前の週の金曜日までに作成することで、学

　級や学年の動きに見通しがもてる。

〇学年主任が週案を先に作成し、それを活用しながら週末に学

　年会で行事の相談や教材研究を行う。

〇「安全に関すること」については、週案に記入することを継

　続し、指導を徹底する。
授

業

改

善

プ

ラ

ン

の

作

成

・国や都、区の学力テストの結果

分

　析。

・学力向上校内研修会の実施。

◎クラスの課題をもちより、学年共通の課題

　を共有し、授業改善に活用することができ

　た。

◎分析を行うことで算数グループの編成や指

　導の工夫に生かすことができた。

◎昨年度よりさらに学力調査の結果が伸びて

　いることは大きな成果である。

〇夏休み中の前半で学力向上校内研修会を行い、学校や学年・

　学級の特徴を分析・把握することで、１学期をふまえた授業

　改善プランを作成できるので継続していく。

〇どの子も伸びる授業改善をめざす。

校

内

研

究

・体育科授業改善の取組。 ◎今年度はゲームとボール運動の領域に絞っ

　て研究を進めてきたことで、体育科の授業

　改善を図ることができた。

〇体育科の授業改善の成果を年間指導計画に盛り込む。

〇次年度は思考力・判断力・表現力を伸ばすために「主体的・

　対話的で深い学び」をテーマに国語の校内研究に取り組む。
同

僚

教

員

か

ら

学

ぶ

・お互いの授業を見合って学ぶ

「ちょいと見」。

・校長による授業観察。

・研究員経験者、教科等推進委員

の

　活用。

◎授業観察や若手教員の巡回指導の授業は、

　校内全体で授業公開をしたことでお互いの

　授業を見合って学ぶ機会を多くもつことが

　できた。

◎自主研修会を行ったことで学校外で学んで

　きたことが校内に還元できている。

〇教員が主体的に授業力を高められるよう、自主研修会や

「ちょいと見」を継続する。

〇外国語やＩＣＴのミニ研修や自主研修会については、早めに

　周知して全員が参加できるように配慮する。

反省点・改善策の把握

◎成果　■課題
学

校

経

営

方

針

の

説

明

・４月の保護者会での学校経営方

針

　の説明、周知。

・教育活動の報告（３月の保護者

会

◎年度始めの保護者会で学校経営方針を周知

　することができた。

■９月の保護者会は、個人面談直後というこ

　ともあり参加人数が少なく、話題も重複す

　る。

〇年度初めの保護者会で行う。

〇個人面談は、次年度も８月後半に設定し、９月の保護者会は

　行わない。５・６年の移動教室説明会は適切な時期に別途行

　う。

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

ス

ク

ー

ル

・学校運営協議会の定期的な開

催。

・地域運営学校の利点を生かした

学

　校経営。

◎学校運営協議会開催後に学校運営協議会だ

　よりを発行できたことで、ＣＳについて昨

　年度よりも保護者等に周知することができ

　た。

◎話合いが精査されてきたので、適切な時間

　で会議を終えることができた。

■行事の関係で２学期の学校運営協議会が２

　回にしかできなかった。

〇事前に話し合う議題を共有することで、短い時間で充実した

　話合いがもてるようにする。

〇次年度は、展覧会の保護者鑑賞日に学校運営協議会を開催

　し、土曜授業の内容について定期的に話合いができるように

　各学期に３回ずつ学校運営協議会を開催する。

　

学

校

支

援

本

部

・

地

域

・

保

護

者

・授業支援（キャリア教育等）

・学習支援（学習サポーター等）

・放課後活動（学び広場等）

・土曜日学校、ふれあい夢広場。

・読書活動支援（読み聞かせ等）

・パワーアップ教室。

・夏季ラジオ体操、地域のゴミ拾

　い。

・環境整備（図書室整備等）

・草花の植え付け、手入れ

　　　　　（環境委員会サポー

ト）

・広報活動。

・防災教育支援。

・地域パトロール（親児の会主

催）

・震災救援所設立訓練。

◎年度始めに学習サポーターの方々にお越し

　いただき、教員とも顔合わせができたこと

　でスムーズに算数の学習サポーターに入っ

　ていただくことができた。

◎水曜日の学び広場や算数の学習サポート、

　夏季休業中のパワーアップ教室など支援本

　部には大変感謝している。ありがたい。

◎学習サポーターには大変助けられている。

　今後もぜひお願いしたい。

◎キャリア教育で保護者がゲストで来てもら

　えるのは、高二の良き伝統であり、来年度

　以降も継続してお願いしたい。

◎体力テストに多数の保護者の方にお手伝い

　いただきスムーズに進めることができた。

■地域班集団下校を４月と３月に実施してい

　るが、地域班担当者や児童への定着が図り

　にくい。

〇学習サポーターの体制や、キャリア教育の実施など、学校支

　援本部活動は幅広く、本当に助けられている。高二の教育活

　動を充実させ、子どもたちにとって、よりよい授業を行うた

　めにも、来年度も協力体制を維持し、継続していただきた

　い。

〇夏季パワーアップ教室のサポート、体力調査についての測定

　補助も、是非継続していただきたい。

〇「学び広場」については、大変よい取組であるので保護者へ

　の周知をさらに進めていく。

〇次年度も１２月の土曜授業で震災救援所訓練を実施し、保護

　者・地域との連携を深めていく。

〇地域班集団下校を「４月と３月」から「４月と１月」に変更

　する。２回目の集団下校を３月から１月にすることで、４月

　に組織した地域班を活用した集団下校ができるようにする。

平成３１年度の方針
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平成３０年度　学校評価シート
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